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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成20年6月26日(2008.6.26)

【公開番号】特開2002-108562(P2002-108562A)
【公開日】平成14年4月12日(2002.4.12)
【出願番号】特願2001-146486(P2001-146486)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/038    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/033   ３５０Ｇ
   Ｇ０６Ｆ   3/033   ３８０Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月8日(2008.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　スクリーン上に指示具の位置に応じた画像を表示する画像表示システ
ムであって、
　前記スクリーン上に画像を表示する投影型画像表示手段と、
　前記指示具の位置に応じた位置座標を検出する検出手段と、
　前記指示具の指示位置を示す指示位置画像を、前記検出手段が検出した位置座標に対し
て所定距離の位置座標に表示する表示制御手段と、
を備えることを特徴とする画像表示システム。
　　【請求項２】　前記所定距離を変更する変更手段を更に備えることを特徴とする請求
項１に記載の画像表示システム。
　　【請求項３】　前記変更手段は、スイッチであることを特徴とする請求項２に記載の
画像表示システム。
　　【請求項４】　前記指示具は、複数のスイッチを含み、
　前記複数のスイッチの状態により前記所定距離の位置座標の方向が決定されることを特
徴とする請求項３に記載の画像表示システム。
　　【請求項５】　前記表示制御手段は、前記検出手段が検出した位置座標に基づいて、
前記所定距離を異ならせることを特徴とする請求項１に記載の画像表示システム。
　　【請求項６】　前記表示制御手段は、前記検出手段が検出した位置座標の画面の端か
らの距離に比例するよう前記所定距離を制御することを特徴とする請求項１に記載の画像
表示システム。
　　【請求項７】　スクリーン上に指示具の位置に応じた画像を表示する画像表示システ
ムの制御方法であって、
　前記スクリーン上に画像を表示する投影型画像表示工程と、
　前記指示具の位置に応じた位置座標を検出する検出工程と、
　前記指示具の指示位置を示す指示位置画像を、前記検出手段が検出した位置座標に対し
て所定距離の位置座標に表示する表示制御工程と、
を備えることを特徴とする画像表示システムの制御方法。
　　【請求項８】　前記所定距離を変更する変更工程を更に備えることを特徴とする請求
項７に記載の画像表示システムの制御方法。
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　　【請求項９】　前記変更工程は、スイッチによって前記所定距離を変更することを特
徴とする請求項８に記載の画像表示システムの制御方法。
　　【請求項１０】　前記指示具は、複数のスイッチを含み、
　前記複数のスイッチの状態により前記所定距離の位置座標の方向が決定されることを特
徴とする請求項９に記載の画像表示システム。
　　【請求項１１】　前記表示制御工程は、前記検出手段が検出した位置座標に基づいて
、前記所定距離を異ならせることを特徴とする請求項７に記載の画像表示システムの制御
方法。
　　【請求項１２】　前記表示制御工程は、前記検出手段が検出した位置座標の画面の端
からの距離に比例するよう前記所定距離を制御することを特徴とする請求項７に記載の画
像表示システムの制御方法。
　　【請求項１３】　スクリーン上に指示具の位置に応じた画像を表示する画像表示シス
テムであって、
　前記スクリーン上に画像を表示する投影型画像表示手段と、
　前記指示具の位置に応じた位置座標を検出する検出手段とを備え、
　前記指示具には複数の発光部が設けられ、当該複数の発光部の間に中空部あるいは透明
部が設けられていることを特徴とする画像表示システム。
　　【請求項１４】　前記検出手段は、前記発光部からの光量重心を前記指示具の位置に
応じた位置座標として検出することを特徴とする請求項１３に記載の画像表示システム。
　　【請求項１５】　前記発光部は、光ファイバであり、
　前記検出手段は、前記光ファイバからのピーク位置を前記指示具の位置に応じた位置座
標として検出することを特徴とする請求項１３に記載の画像表示システム。
　　【請求項１６】　スクリーン上に指示具の位置に応じた画像を表示する画像表示シス
テムの制御方法であって、
　前記スクリーン上に画像を表示する投影型画像表示工程と、
　複数の発光部の間に中空部あるいは透明部が設けられている前記指示具の位置に応じた
位置座標を検出する検出工程とを備えることを特徴とする画像表示システムの制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記の目的を達成するための本発明による画像表示システムの制御方法は以下の構成を
備える。即ち、スクリーン上に指示具の位置に応じた画像を表示する画像表示システムの
制御方法であって、前記スクリーン上に画像を表示する投影型画像表示工程と、前記指示
具の位置に応じた位置座標を検出する検出工程と、前記指示具の指示位置を示す指示位置
画像を、前記検出手段が検出した位置座標に対して所定距離の位置座標に表示する表示制
御工程とを備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上記の目的を達成するための本発明による画像表示システムの制御方法は以下の構成を
備える。即ち、スクリーン上に指示具の位置に応じた画像を表示する画像表示システムの
制御方法であって、前記スクリーン上に画像を表示する投影型画像表示工程と、複数の発
光部の間に中空部あるいは透明部が設けられている前記指示具の位置に応じた位置座標を
検出する検出工程とを備える。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
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